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本
年
度
も
通
信
教
育
部
の

集
夏
祭
に
あ
わ
せ
、令
和
元

年
11
月
３
日
㈰
に
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
今
年
も
通
信
教
育
部
１
号

館
に
て
午
前
10
時
よ
り
集
夏

祭
が
開
催
さ
れ
、模
擬
店
の

出
店
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、ビ
ン

ゴ
大
会
、Ｎ
Ｕ
カ
フ
ェ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
、学

生
・
校
友
が
大
勢
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。校
友
で
は
親

子
で
の
参
加
者
が
多
く
、楽

し
そ
う
で
し
た
。

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

懇
親
会
は
、午
後
４
時
20
分

よ
り
日
本
大
学
桜
門
会
館
４

階「
桜
ホ
ー
ル
」に
て
開
催

さ
れ
、校
友
30
数
名
が
集
う

と
と
も
に
、大
学
側
か
ら
は

通
信
教
育
部
長
の
川
又
祐
先

生
、同
事
務
局
長
の
瀨
川
一

之
先
生
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、集
夏
祭
実
行
委

員
会
よ
り
委
員
長
の
若
生
一

真
氏
も
参
加
さ
れ
、同
氏
に

対
し
て
は
本
会
の
鈴
木
勝
会

長
よ
り
集
夏
祭
へ
の
協
賛
金

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。参
加

者
の
方
々
は
、そ
れ
ぞ
れ
楽

し
く
会
話
さ
れ
て
親
睦
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

〈
懇
親
会
式
次
第
〉

司
会

事
務
局
次
長
　
五
十
嵐
美
奈

開
会
の
辞

　
　   

副
会
長
　
山
本
良
吉

校
歌
斉
唱（
指
揮
）

      
副
幹
事
長
　
富
澤
良
光

会
長
挨
拶

             
会
長
　
鈴
木
　
勝

集
夏
祭
へ
の
協
賛
金
の
寄
贈

　
集
夏
祭
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　 

若
生 

一 
真
氏

　
　      

会
長
　
鈴
木
　
勝

御
来
賓
紹
介

　
通
信
教
育
部
長

　
　
　
　  

川
又
　
祐
先
生

　
通
信
教
育
部
事
務
局
長

　
　
　
　  

瀨
川 

一 

之
先
生

御
来
賓
祝
辞

　
通
信
教
育
部
長

　
　
　
　  

川
又
　
祐
先
生

乾
杯
の
御
発
声

　
通
信
教
育
部
事
務
局
長

　
　         

瀨
川 

一 

之
先
生

ー 

懇
談 

ー 

閉
会
の
辞

　  

副
会
長
　
師
田
袈
裟
茂

第
４
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

お笑い
ライブ NUca

fe
模擬店

ビンゴ
ゲーム

司会進行
事務局次長　五十嵐美奈

開会の辞　副会長　山本良吉▶

懇親会 ↓↓

▲会長挨拶　鈴木勝

▼ 協賛金の贈呈

若生一真
集夏祭実行委員長

◀来賓挨拶　
　　　　　 川又祐 通信教育部長

閉会の辞　
副会長　師田袈裟茂

◀乾杯のご発声　
　瀨川一之
　通信教育部事務局長

ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
長
野
県
支
部
主
催
）

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
岐
阜
県
支
部
主
催
）

　
令
和
元
年
度
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
は
９
月
28
・
29

両
日
、長
野
県
山
ノ
内
町
湯

田
中
温
泉
の
ホ
テ
ル
椿
野
で

一泊
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、通
信
教
育
部

校
友
会
の
金
子
栄
輔
副
会
長

を
来
賓
に
迎
え
、舘
聖
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
は
じ
め
、

新
潟
・
富
山
・
石
川
・
長
野
の

各
県
支
部
か
ら
17
名
が
参

加
。福
井
県
支
部
は
都
合
に

よ
り
欠
席
で
し
た
。

　
開
会
後
に
は
校
歌
斉
唱
、

来
賓
挨
拶
に
続
い
て
、舘
ブ

ロ
ッ
ク
長
が
議
長
を
務
め
て

議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
議
事
は
、各
県
支
部
長
が

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
、現
況
を

報
告
。各
支
部
は
総
会
を
は

じ
め
会
員
の
交
流
会
、会
費

納
入
の
呼
び
か
け
、校
友
会

報
の
配
布
な
ど
多
彩
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、新
規

会
員
の
拡
大
が
困
難
な
中
で

会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
実
態
が
共
通
し
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
員
減
少
が
加
速
し
て
支

部
存
続
が
危
う
い
状
況
も
一

部
に
生
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
悩
み
や
課
題
に
対

し
て
、「
会
員
拡
大
の
工
夫
を

し
よ
う
」と
い
っ
た
提
案
や

「
各
種
事
業
へ
参
加
者
を
広

げ
た
い
」な
ど
の
意
欲
的
な

声
も
あ
り
、有
意
義
な
意
見

交
換
で
し
た
。

　
最
後
に
次
期
総
会
を
新

潟
県
支
部
が
担
当
す
る
こ
と

を
決
め
、校
友
会
、ブ
ロ
ッ
ク

会
の
発
展
を
誓
い
合
っ
て
閉

会
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
続
き
、温
泉
に
つ

か
っ
た
後
の
懇
親
会
は
、長

野
県
支
部
の
原
田
重
美
支
部

長
の
歓
迎
の
挨
拶
で
開
宴
。

　
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近

況
を
語
り
合
い
、日
大
節
も

飛
び
出
し
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。宴
た
け
な
わ
と
な
っ

て
同
窓
生（
長
野
県
支
部
）

の
臼
井
寛
雄
さ
ん
一
行
に
詩

吟
と
舞
踊
を
披
露
し
て
も
ら

い
、皆
さ
ん
か
ら
と
て
も
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　   （
文
責
　
原
田
　
重
美
）

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
山
口
県
支
部
主
催
）

　
令
和
元
年
８
月
31
日
㈯
、

第
39
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

が
、山
口
県
山
口
市
・
山
口

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
15
時

か
ら
開
催
さ
れ
た
。

　
来
賓
と
し
て
通
信
教
育
部

長
川
又
祐
先
生
、通
信
教
育

部
校
友
会
長
鈴
木
勝
氏
、更

に
は
同
校
友
会
相
談
役
の
新

谷
拓
也
氏
を
迎
え
、ブ
ロ
ッ

ク
内
参
加
者
等
16
名
を
合
わ

せ
て
、計
19
名
の
出
席
者
を

得
て
行
わ
れ
た
。

　
司
会
は
河
内
山
口
県
支
部

監
査
役
が
務
め
、会
議
に
先

立
ち
物
故
校
友
会
員
に
対
す

る
黙
祷
を
行
っ
た
後
、校
歌

斉
唱
、そ
し
て
左
記
の
次
第

で
進
行
し
た
。

一、開
会
の
こ
と
ば

二
、歓
迎
の
挨
拶      （
佐
伯
）

三
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
挨
拶

　        （
坂
本
ブ
ロ
ッ
ク
長
）

四
、来
賓
挨
拶

　
　（
川
又
祐
先
生
お
よ
び

　
　
　
　
　
鈴
木
勝
会
長
）

五
、議
長
選
出

六
、議
事

①
大
学
近
況
報
告

　
　
　
　   （
川
又
祐
先
生
）

②
校
友
会
近
況
報
告

　
　
　
　   （
鈴
木
勝
会
長
）

③
各
県
支
部
活
動
報
告

　（
島
根
県
支
部
岩
崎
幹
事
、

　
広
島
県
谷
川
支
部
長
、岡

　
山
県
安
部
支
部
長
、山
口

　
県
佐
伯
支
部
長
）

④
次
期
役
員
改
選

⑤
次
回
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
開

　
催（
広
島
県
に
決
定
）

⑥
情
報
交
換
そ
の
他

七
、議
長
解
任

八
、「
ロ
マ
ン
の
歌
」斉
唱

九
、閉
会
の
こ
と
ば

　
休
憩
を
挟
み
、記
念
講
演

を
実
施
。演
題「
山
頭
火
と

小
郡
」。講
師
は
窪
田
耕
二

氏
。

　
種
田
山
頭
火
の
生
涯
や
自

由
律
俳
句
の
数
々
の
作
品
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
集
合
写
真
撮
影
後
、休
憩
、

部
屋
移
動
と
な
っ
た
。

　
18
時
半
よ
り
懇
親
会
開

催
。

　
歓
迎
の
こ
と
ば
、乾
杯（
新

谷
相
談
役
）、歓
談
、20
時
中

締
め（
広
島
県
谷
川
支
部

長
）、20
時
30
分
お
開
き
と

な
っ
た
。飲
み
放
題
に
加
え
、

広
島
県
銘
酒
が
差
し
入
れ
さ

れ
、会
場
は
大
盛
り
上
が
り

で
勢
い
止
ま
ず
、二
次
会
突

入
と
な
っ
た
。

　
ホ
テ
ル
地
下
居
酒
屋
に
集

合
し
、川
又
先
生
・
鈴
木
会

長
を
囲
み
、あ
れ
こ
れ
話
題

が
続
き
、
22
時
閉
店
ま
で

粘
っ
て
散
会
と
な
っ
た
。

　
２
日
目（
９
月
１
日
）の
視

察
は
自
由
参
加
で
、防
府
市

を
散
策
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

①
毛
利
邸
・
毛
利
博
物
館
、

②
周
防
国
分
寺
、③
防
府
天

満
宮
を
巡
り
、文
化
歴
史
の

奥
深
さ
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
あ
い
に
く
雨
天
の
な
か
の

観
光
で
、傘
が
手
放
せ
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　

  

次
頁
に
続
く

　
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
は
毎

年
、東
海
４
県
で
の
持
ち
回

り
で
主
催
し
て
お
り
ま
す

が
、令
和
元
年
度
の
第
22
回

総
会
を
９
月
14
日
㈯
に
岐
阜

駅
隣
接
の「
じ
ゅ
う
ろ
く
プ

ラ
ザ
」（
岐
阜
市
文
化
産
業

交
流
セ
ン
タ
ー
）の「
研
修

室
２
」で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
藤
澤
岐
阜
県
支
部
長
の

進
行
で
開
会
し
、通
信
教
育

部
校
友
会
本
部
の
肱
岡
副
会

長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、立
花
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
長
を
は
じ
め
と
し
て
各
支

部
参
加
者
の
自
己
紹
介
、議

事
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、通
信
教
育
部

の
現
状
、各
支
部
の
現
状
や

活
動
報
告
、課
題
が
話
し
合

わ
れ
、時
間
も
忘
れ
る
ほ
ど

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。引
き
続
き
、次
年
度

の
主
催
県
が
静
岡
県
に
指

名
・
承
認
さ
れ
、東
海
ブ
ロ
ッ

ク
長
も
三
重
県
支
部（
大
形

支
部
長
）か
ら
岐
阜
県
支
部

（
藤
澤
支
部
長
）へ
引
き
継
ぎ

が
な
さ
れ
、所
定
の
議
事
は

予
定
時
間
を
超
過
し
て
終
了

し
、次
期
主
催
県
の
後
藤
支

部
長
か
ら
の
挨
拶
で
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

　
記
念
写
真
で
は
参
加
者
８

名
が
カ
メ
ラ
に
収
ま
り
、そ

の
後
の
懇
親
会
へ
と
続
き
ま

し
た
。

　
懇
親
会
で
も
、校
友
会
の

課
題
や
Ｉ
Ｔ
機
器
の
活
用

等
、活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
、お
開
き
と
な
り
、校
友

同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

        （
文
責
　
藤
澤
　
隆
一）


